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Ⅰ研究の成果(1000字 程度)

酸化チタン(TiO2)光触媒はUV

照射下で、防汚、抗菌 ・殺菌、

防錆な どさまざまな効果が得 ら

れ るが、夜間などの光の当た ら

ない条件下では機能 しない。今

までに、還元エネルギー貯蔵材

料 として酸化 タングステン等の

n型 半導体を組み合わせ ること

により、UV照 射下の余剰な励起電子エネルギ

ーを貯蔵 し、消灯後もその還元力により、一部の効果が

持続することが明らかになっている。

しかしそれ らは、いずれも還元エネルギーのみ しか貯

蔵できない還元エネルギー貯蔵型である。TiO2光 触媒の

酸化エネルギーの貯蔵ができれば、還元型 とは異なる機

能が得 られると考えられる。しか し、TiO2はn型 半導体

であり、そのままでは酸化エネルギーの貯蔵は困難であ

ると考えられ る。そこで、本研究ではp-n接 合 とメディ

エーションモデルの2つ のモデルを考え(図1)、 その ど

ちらにも対応できるように、p型 半導体で、比較的正の

酸化還元電位を持つ水酸化ニッケル(Ni(OH)2)に 着 目し、

TiO2と組み合わせた酸化エネルギー貯蔵型光触媒シス

テムを開発 した。また、Ni(OH)2は 、エ レク トロクロミ

ック材料としても知 られており、これをTiO2と 組み合 わ

せ ることに よ り、 フォ トク ロミック材料 と して利 用で き るこ とも明 らかに した。

まず、ITO基 板 上にス ピンコー ト法でTiO2膜 を製膜 し、その上に電解析出法でNi(OH)2を 析

出 し二層薄膜 を作製 した。湿度飽和 空気 中で、二層 薄膜 にUVを30min照 射 した ところ、電気

化学的酸化 を した とき と同様 に褐色 に着色 した(図2)。 これ は、UV照 射下で、TiO2から 生 じ

た酸化エネル ギー によ り、Ni(OH)2が 酸化 され た ことを示唆す る結果 であ り、(Ni(OH)2+xOH-

→NiOx(OH)2-x+xH2O+xe-)の ような反応に伴 うものである と考 えられ る。 この薄膜 は、暗

所 に放置す るこ とに よ り、24hで ほぼ元通 り脱色す る ことか ら、フォ トクロミック特性 が ある

ことが確認 され た。また、このUV照 射 で着色 した薄膜 を電気化学的に還元(定 電流:-5nA)し た

ところ、図3の よ うな放 電 曲線が得 られ、電気化 学的酸化 後の放電 同様、0.4-0.6Vあ た りで酸

化 エネル ギー が貯蔵 されてい ることがわか った。
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